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市民の負託に応えて…。

　

第7号
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O k a y a  C i t y  A s s e m b l y  N e w s

【特集】平成29年第１回定例会　
当初予算案が審議可決されました
新年度予算以外の主な議案の審議経過
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岡谷市議会基本条例を制定しました
ピックアップレポート
一口メモ
編集後記

●もくじ

第１回岡谷市議会定例会（一般質問）
神明小学校６年生の岡谷市議会（一般質問）傍聴
（ピックアップレポートに傍聴した児童の感想を掲載）

予算
　審議
特
集
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特集 予 算
審 議 平成29年度当初予算案が審議可決されました

総
務
委
員
会

  

◆
議
案
第
１８
号

平
成
29
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
予
算

中
担
当
部
分

 

主
要
事
業
等

　
「
第
４
次
岡
谷
市
総
合
計
画
」
が
平
成

30
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、「
第
５

次
岡
谷
市
総
合
計
画
」
の
策
定
に
着
手

す
る
。「
岡
谷
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
施
策
や
事

業
の
効
果
を
検
証
し
必
要
に
応
じ
て
総

合
戦
略
の
改
訂
を
行
う
ほ
か
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
公

共
施
設
等
の
計
画
的
な
維
持
管
理
、
修

繕
、
更
新
等
を
定
め
た
個
別
施
設
計
画

を
策
定
す
る
。
ま
た
、
教
育
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
学
力
向
上
推
進
事
業

に
「
学
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
設

置
し
、
教
員
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
研
修

等
を
実
施
す
る
。

歳
入

「
基
金
繰
入
金
」

問 「
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
の
充

当
先
と
市
民
へ
の
活
用
方
法
の
公
表
に
つ

い
て

答 

商
工
業
振
興
補
助
金
に
８
９
０
０
万

円
、
道
水
路
の
新
設
改
良
事
業
に

１
２
０
０
万
円
ほ
ど
充
当
し
て
い
る
。

市
民
へ
の
公
表
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

拡
充
に
よ
り
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
き

て
い
る
の
で
、
検
討
し
対
応
し
て
い
く
。

歳
出

「
正
規
・
非
正
規
職
員
」

問 

非
正
規
職
員
の
待
遇
に
つ
い
て

答 

正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
で
は
任
用

期
間
や
任
用
形
態
、勤
務
条
件
が
異
な
り
、

正
規
職
員
に
あ
っ
て
は
残
業
、休
日
出
勤
、

宿
日
直
な
ど
の
特
殊
勤
務
も
あ
る
。ま
た
、

家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
扶
養
親
族
を
望
む

方
や
勤
務
時
間
の
要
望
に
も
十
分
配
慮
し

て
い
る
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
処
遇
の

改
善
に
積
極
的
に
努
め
て
い
る
。

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

問 

個
別
施
設
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
計
画
に
反
映

さ
せ
て
い
く
の
か
？

答 

長
寿
命
化
を
し
て
い
く
と
判
断
し
た

施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
今
後
の
方
向

性
や
現
状
に
お
け
る
課
題
、
修
繕
計
画
等

を
示
し
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ

り
、
意
見
等
を
盛
り
込
ん
だ
う
え
で
個
別

施
設
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
統
廃
合

を
検
討
す
る
と
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
、

市
民
及
び
各
施
設
の
利
用
者
や
利
用
団
体

等
に
説
明
会
等
を
実
施
し
、
意
見
聴
取
を

行
い
、
議
論
を
重
ね
た
う
え
で
、
個
別
施

設
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

「
図
書
館
や
す
ら
ぎ
の
森
事
業
」

問 

具
体
的
な
取
り
組
み
は
？

答 

隣
接
す
る
岡
谷
市
民
病
院
の
来
院
者

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
付
き
添
い
の
方

の
図
書
館
利
用
促
進
や
、
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
本
の
配
達
な
ど
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
い
く
。
ま
た
、
図
書
館
内

の
「
闘
病
記
コ
ー
ナ
ー
」
を
充
実
さ
せ
る

ほ
か
、
図
書
館
の
庭
に
つ
い
て
も
、
患
者

さ
ん
や
付
き
添
い
の
方
の
安
ら
ぎ
の
場
に

な
る
よ
う
、
職
員
の
手
に
よ
り
庭
木
や
通

路
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
半
数
以
上
が
非
常
勤
職
員
で
あ
る
現
状

や
待
遇
改
善
も
見
ら
れ
ず
、問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る
情
報

漏
え
い
の
危
険
性
や
、
長
野
県
地
方
税
滞

納
整
理
機
構
へ
の
職
員
派
遣
な
ど
、
納
税

者
の
実
情
を
無
視
し
た
強
権
的
な
取
立
て

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
ほ
か
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
推
進
事
業
に
つ
い
て
も
安

易
な
統
廃
合
に
繋
が
り
か
ね
な
い
た
め
、

本
議
案
に
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
第
四
次
岡
谷
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
の
４
年
目
と
な
り
、
次
の
時
代
へ

繋
ぐ
た
め
の
、
総
決
算
の
年
で
あ
り
、

今
ま
で
に
培
っ
た
資
源
・
資
産
を
有
効

活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ

た
マ
ン
パ
ワ
ー
事
業
や
、
目
標
の
下
降

修
正
と
な
っ
た
継
続
事
業
に
つ
い
て
も
、

職
員
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
利
用
価
値

や
効
果
成
果
の
最
大
化
を
目
指
す
努
力

を
重
ね
、
達
成
す
る
こ
と
を
期
待
し
、

本
議
案
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
２
月
13
日
（
月
）
か
ら
３
月
14
日
（
火
）
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、報
告
案
件

５
件
、一
般
議
案
28
件
、議
員
提
案
４
件
、計
37
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
６
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
予
算
案（
11
議
案
）は
、総
務
・
社
会
・

産
業
建
設
の
３
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、３
月
６
日
・
７
日
に
審
査
を
行
い
、３
月
14
日
に
開
催

さ
れ
た
本
会
議
に
お
い
て
、各
委
員
会
の
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
委
員
長
報
告
の
内
容
は
岡
谷
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、３
常
任
委
員
会
で
の
主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総務委員会　【委員長】共田　武史　【副委員長】中島　保明　【委員】竹村　安弘／今井　秀実／今井　康善／大塚　秀樹
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社会委員会　【委員長】浜　幸平　【副委員長】藤森　博文　【委員】早出　一真／笠原征三郎／遠藤　真弓／小松　壮

社
会
委
員
会

  
◆
議
案
第
１８
号

平
成
29
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
予
算

中
担
当
部
分

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
付
番
交
付
事
業
」

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
割
合

と
経
費
に
つ
い
て

答 

平
成
２９
年
２
月
１
日
現
在
で
、
申
請

者
数
３
９
７
１
名
、
申
請
率
は
７．８
％
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
２７
年
度
及
び
平
成

２９
年
３
月
１
日
現
在
の
執
行
総
額
は
約

２
５
０
０
万
円
で
あ
る
。
法
定
受
託
事

務
で
あ
る
た
め
、
新
年
度
予
算
は
国
の

予
算
に
よ
り
積
算
し
て
い
る
。

「
介
護
保
険
事
業
」

問 

新
し
い
総
合
事
業
が
始
ま
る
が
、
今

ま
で
介
護
保
険
制
度
で
受
け
ら
れ
て
い
た

サ
ー
ビ
ス
は
、
同
様
に
受
け
ら
れ
る
の

か
、
ま
た
市
町
村
が
負
担
増
と
な
ら
な
い

の
か
？

答 

平
成
２９
年
度
も
サ
ー
ビ
ス
は
受
け

ら
れ
る
。
市
町
村
の
負
担
に
つ
い
て
も
、

一
般
財
源
の
持
ち
出
し
は
な
く
、
通
常

の
ル
ー
ル
の
中
で
、
経
費
を
負
担
し
合

う
こ
と
に
な
る
。

「
保
育
所
職
員
の
割
合
と
待
遇
」

問 

保
育
所
職
員
の
正
規
と
非
正
規
の
割

合
及
び
保
育
士
の
待
遇
に
つ
い
て

答 

平
成
２９
年
度
の
保
育
士
は
正
規
が

４５
．９
％
で
、非
正
規
は
５４
．１
％
で
あ
る
。

保
育
士
の
待
遇
に
つ
い
て
は
、
臨
時
職

員
の
時
給
単
価
を
１０
円
引
き
上
げ
、
育

休
者
の
代
替
臨
時
職
員
に
は
、
時
給
を

１
０
８
０
円
か
ら
１
３
０
０
円
ま
で
引

き
上
げ
て
い
る
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

極
め
て
低
く
、
必
要
性
は
感
じ
ら
れ
て

い
な
い
。
介
護
福
祉
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
時
に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
制
度
に
危
惧
を
持
つ
予
算
で

あ
る
。
さ
ら
に
保
育
士
の
待
遇
と
い
う

面
で
も
向
上
し
て
い
な
い
。
以
上
に
よ

り
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
増
大
す
る
扶
助
費
を
抱
え
る
中
、
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
柔
軟
に
進

め
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る

予
算
で
あ
る
。
６
大
事
業
も
完
了
し
、
特

色
あ
る
事
業
展
開
と
同
時
に
経
費
削
減
を

進
め
る
と
い
っ
た
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

◆
議
案
第
１９
号

平
成
２９
年
度
岡
谷
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

  

本
会
議
か
ら
の
付
託
事
項

　
国
保
加
入
者
の
生
活
実
態
と
重
税
状
況

に
つ
い
て
、
審
査
を
深
め
て
ほ
し
い
。 

 

市
側
の
説
明  

国
保
税
軽
減
の
該
当
と

な
る
被
保
険
者
は
、
加
入
者
全
体
の
約

５３
％
を
占
め
て
い
る
が
、
国
の
税
制
改

正
に
伴
い
毎
年
、
低
所
得
者
層
に
対
し

て
は
、
保
険
税
軽
減
制
度
の
拡
充
が
な

さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
配
慮
も
な
さ
れ

て
き
て
い
る
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
国
保
加
入
者
の
重
税
感
は
非
常
に
大
き

く
、
支
払
え
る
国
保
税
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
国
保
税
は
引
き
上
げ
に
は
な
っ

て
い
な
い
が
、
引
き
下
げ
を
求
め
る
立
場

か
ら
、
本
予
算
に
は
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
大
変
厳
し
い
国
保
運
営
が
強
い
ら
れ

る
中
、
ぎ
り
ぎ
り
の
予
算
編
成
が
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
制
度
の
抱
え
て
い
る
課

題
を
注
視
し
な
が
ら
、
平
成
３０
年
度
の

都
道
府
県
へ
の
事
業
移
行
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
、
本
予
算
に
賛

成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  
◆
議
案
第
28
号

平
成
２９
年
度
岡
谷
市
病
院
事
業
会
計 

予
算

  

本
会
議
か
ら
の
付
託
事
項

　
給
食
調
理
の
一
部
外
部
委
託
化
は
、
給

食
調
理
の
課
題
を
解
決
で
き
る
の
か
、
審

査
を
深
め
て
ほ
し
い
。

 

市
側
の
説
明  

病
院
給
食
に
係
る
人
材

は
全
国
的
に
不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
委
託
化
に
よ
る
課
題
と
し
て
は
、「
給

食
の
質
の
維
持
」
と
「
安
定
的
な
提
供
」、

「
臨
時
職
員
の
処
遇
」
で
あ
る
が
、
献
立

作
成
は
今
ま
で
と
同
様
に
病
院
側
で
担

い
、
業
務
量
に
即
し
た
調
理
体
制
の
維
持

が
確
保
さ
れ
る
。

問 

待
ち
時
間
等
の
対
策
に
つ
い
て

答 

患
者
呼
び
出
し
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

携
帯
電
話
で
の
呼
び
出
し
も
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
年
度
か
ら
医
療
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
を
配
置
し
、
患
者
へ
の
案
内
な

ど
を
行
う
。

○
討
論

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
施
設
整
備
も
全
て
整
い
、
経
営
面
の

安
定
が
重
要
な
時
期
と
な
っ
て
き
て
い

る
中
で
、
引
き
続
き
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、「
思
い
や
り
の
医
療
」
の
更
な
る
発

展
を
目
指
し
、
邁
進
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
い
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
全
会
一
致
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

コンシェルジュを配置
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立
ち
や
地
域
の
特
性
を
尊
重
し
た
「
次

世
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と

し
て
策
定
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

「
ス
マ
ー
ト
I
C
整
備
調
査
事
業
」

問 

ス
マ
ー
ト
I
C
の
必
要
性
は
？

答 

地
域
の
生
活
利
便
や
将
来
の
ま
ち
の

発
展
の
可
能
性
は
、
そ
の
地
域
の
交
通

網
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
本
計
画

は
、
中
央
自
動
車
道
の
諏
訪
湖
S
A
に

高
速
道
路
へ
の
新
た
な
出
入
口
を
整
備

す
る
も
の
で
あ
り
、
生
活
の
利
便
性
の

向
上
の
み
な
ら
ず
、
諏
訪
湖
周
地
域
の

利
便
性
、
優
位
性
や
価
値
の
向
上
、
緊

急
車
両
の
利
便
性
、
さ
ら
に
は
、
将
来

交
通
網
の
発
展
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
事
業
で
あ
る
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
立
地
適
正
化
計
画
策
定
委
託
料
は
、

居
住
誘
導
区
域
以
外
の
地
域
の
人
々
へ

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
の
疑
問

が
払
拭
で
き
な
い
こ
と
。
岡
谷
市
商
工

業
振
興
補
助
金
で
は
、
補
助
を
受
け
て

い
な
い
企
業
と
の
公
平
性
に
欠
け
る
。

ス
マ
ー
ト
I
C
整
備
調
査
事
業
は
、
住

民
生
活
を
犠
牲
に
し
て
、
経
済
性
や
地

域
振
興
を
優
先
す
る
建
設
計
画
は
疑
問

で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
I
C
そ
の
も
の
の

必
要
性
が
な
い
。
現
計
画
案
の
白
紙
撤

回
を
求
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
諏
訪
湖
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

整
備
、
ス
マ
ー
ト
I
C
の
検
討
、
商
業

環
境
調
査
な
ど
将
来
に
向
け
た
大
き
な

取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
る
。
岡
谷
市

の
重
要
施
策
で
あ
る
産
業
の
振
興
、
幹

線
道
路
、
生
活
道
路
の
整
備
、
狭
隘
道

路
の
拡
幅
、
通
学
路
の
安
全
対
策
の
実

施
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
一
層
の
積
極
的
な
推
進
を

要
望
す
る
。「
第
４
次
岡
谷
市
総
合
計
画
」

実
現
の
た
め
、
必
要
な
施
策
事
業
に
財

源
を
集
中
す
る
よ
う
要
望
し
、
本
予
算

に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

◆
議
案
第
26
号

平
成
２９
年
度
岡
谷
市
水
道
事
業
会
計
予
算

問 

水
道
施
設
の
再
構
築
事
業
の
内
容
は
？

答 

新
小
井
川
配
水
池
を
建
設
す
る
た

め
の
設
計
、
用
地
買
収
と
そ
れ
に
伴

う
事
務
処
理
等
を
行
う
。
ま
た
、
間

下
減
圧
槽
に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収
、

設
計
、
工
事
ま
で
行
う
。
そ
の
他
東

堀
水
源
、
河
原
口
水
源
、
片
間
町
水

源
の
３
つ
の
水
源
の
水
を
１
ヶ
所
に

集
め
て
新
小
井
川
配
水
池
に
送
る
た

め
の
送
水
ポ
ン
プ
場
の
用
地
処
理
を

行
い
、
工
事
関
係
で
は
各
施
設
に
係

る
配
水
管
の
設
計
を
行
う
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
経

費
を
賄
う
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

国
に
対
し
必
要
な
財
源
措
置
を
求
め
な

け
れ
ば
、
社
会
経
済
情
勢
に
関
係
な
く

料
金
を
引
き
上
げ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
が
懸
念
さ
れ
、
料
金
値
上
げ

を
前
提
と
し
た
本
予
算
に
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
老
朽
化
し
た
施
設
設
備
や
安
定
経
営

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
料
金
改

定
は
や
む
を
得
な
い
。
ま
た
、
水
道
事

業
基
本
計
画
等
に
よ
り
、
健
全
経
営
を

維
持
し
な
が
ら
効
率
的
で
適
切
な
施
設

の
維
持
管
理
、
耐
震
対
策
、
安
全
で
安

定
的
な
水
の
提
供
、
人
材
の
確
保
・
育

成
に
引
き
続
き
努
力
を
す
る
よ
う
要
望

し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

産業建設委員会　【委員長】武井富美男　【副委員長】渡辺　雅浩　【委員】今井　義信／笠原　順子／八木　敏郎／渡辺　太郎

産
業
建
設
委
員
会

  
◆
議
案
第
１８
号

平
成
２９
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
予
算

中
担
当
部
分

「
商
業
環
境
調
査
」

問 

消
費
者
に
も
調
査
を
す
る
の
か
？

答 

レ
イ
ク
ウ
ォ
ー
ク
岡
谷
が
開
店
し
て

１
年
が
経
過
す
る
た
め
、
小
売
店
舗
や

消
費
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

平
成
29
年
秋
に
松
本
市
に
大
型
店
が
開

店
す
る
こ
と
か
ら
、
再
度
、
秋
に
消
費

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

「
蚕
糸
業
対
策
事
業
」

問 

絹
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
は
？

答 

日
本
絹
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容

は
、
全
国
規
模
の
着
物
愛
好
者
、
服
飾

関
係
企
業
、
高
校
・
大
学
関
係
者
な
ど

市
民
も
含
め
幅
広
く
募
集
し
て
開
催
し
、

大
日
本
蚕
糸
会
会
頭
の
基
調
講
演
、
事

例
発
表
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

「
立
地
適
正
化
計
画
策
定
事
業
」

問 

立
地
適
正
化
計
画
の
必
要
性
は
？

答 

立
地
適
正
化
計
画
は
、
現
在
の
ま
ち

の
課
題
を
整
理
し
、
そ
の
上
で
地
域
の

将
来
像
を
都
市
計
画
的
視
点
か
ら
描
く

も
の
で
あ
り
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
に
策
定
す
る
計
画
で
、「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
岡
谷
市
の
成
り

小井川配水池
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新
年
度
予
算
以
外
の
主
な
議
案
の

審
議
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  
◆
議
案
第
１2
号

岡
谷
市
文
化
会
館
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例　

本
会
議
で
の
提
案
説
明（
議
案
の
内
容
）

　
使
用
料
及
び
手
数
料
の
改
定
等
に
伴

う
改
正
で
す
。

※
本
会
議
で
質
疑
の
後
、
社
会
委
員
会

及
び
産
業
建
設
委
員
会
に
審
査
を
付
託

し
ま
し
た
。

社
会
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な
質
疑

及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 

本
会
議
か
ら
の
付
託
事
項
と
し
て
、

お
か
や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
温
泉
施
設

使
用
料
の
引
き
上
げ
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
に
と
っ
て
負
担
と
な
る
が
、
そ
れ
は

福
祉
の
観
点
か
ら
適
切
で
あ
る
か
？
　

答 

お
か
や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
、
こ

れ
か
ら
も
大
勢
の
人
が
集
い
愛
さ
れ
る

施
設
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
維
持
さ

れ
て
い
く
た
め
に
負
担
を
い
た
だ
く
も

の
で
あ
り
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な

質
疑
及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 

文
化
会
館
使
用
料
の
改
定
に
よ
り
、

ど
の
程
度
、
利
用
率
が
上
が
る
か
。

答 

大
ホ
ー
ル
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

料
金
体
系
を
細
分
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、

使
用
実
態
に
あ
っ
た
利
用
が
可
能
と
な

り
、
料
金
も
安
く
な
る
こ
と
か
ら
、
利

便
性
が
高
ま
り
利
用
率
が
上
が
る
と
想

定
し
て
い
る
。

※
質
疑
の
後
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
、

社
会
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
産
業
建
設
委
員
会

で
は
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
社
会
委
員
長
及
び
産
業
建
設
委
員
長
か

ら
委
員
会
で
の
審
査
の
経
過
と
結
果
が
報

告
さ
れ
、
議
員
よ
り
討
論
（
議
案
に
つ
い

て
賛
否
を
述
べ
る
）が
さ
れ
ま
し
た
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
高
齢
者
に
と
っ
て
憩
い
の
場
、
楽
し

み
の
場
で
あ
る
お
か
や
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
入
浴
料
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と

は
、
岡
谷
ら
し
い
福
祉
の
あ
り
方
に
反

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
の
維

持
･
補
修
は
、
計
画
的
な
積
み
立
て
な

ど
の
努
力
で
行
う
べ
き
で
あ
り
、
福
祉

を
後
退
さ
せ
る
と
い
う
形
で
対
応
す
べ

き
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に
は

反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
料
金
体
系
が

細
分
化
さ
れ
、
市
民
に
と
っ
て
大
変
利
用

し
や
す
く
な
る
と
考
え
る
。
お
か
や
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
近
隣
市
町
村
の
類
似

施
設
と
の
料
金
比
較
及
び
こ
れ
ま
で
の
階

層
別
料
金
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
て
の

改
正
で
あ
り
、
回
数
券
に
よ
る
割
引
対
策

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
温
泉
施
設
の
安

定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
確
保
の
た
め
に

は
、
今
回
の
受
益
者
負
担
増
は
や
む
を
得

な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に
賛

成
す
る
。

※
本
議
案
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
各
議
員
の

採
決
態
度
は
６
ペ
ー
ジ
）

※
議
会
の
議
決
に
よ
り
本
条
例
は
平
成
２９

年
７
月
１
日
よ
り
施
行
と
な
り
ま
す
。

  

◆
議
案
第
１４
号

岡
谷
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

本
会
議
で
の
提
案
説
明（
議
案
の
内
容
）

　
水
道
料
金
を
改
定
す
る
た
め
の
改
正

で
す
。

※
本
会
議
で
質
疑
の
後
、
産
業
建
設
委

員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な

質
疑
及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 

水
道
事
業
の
設
備
投
資
の
た
め
の
水

道
料
金
引
き
上
げ
が
妥
当
か
ど
う
か
？　

答 

水
道
事
業
は
、
基
本
的
に
水
道
料
金

で
全
て
賄
う
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
ま

た
、
料
金
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業

債
や
国
の
補
助
金
の
活
用
、
留
保
財
源

を
利
用
す
る
が
、
な
お
不
足
す
る
部
分

を
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
で
賄
っ
て
い

く
も
の
で
あ
る
。
必
要
最
低
限
の
値
上

げ
と
し
負
担
い
た
だ
く
も
の
で
、
妥
当

の
改
定
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

※
質
疑
の
後
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
、

委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
産
業
建
設
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の
審

査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
議
員
よ

り
討
論（
議
案
に
つ
い
て
賛
否
を
述
べ
る
）

が
さ
れ
ま
し
た
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
公
共
料
金
の
値
上
げ
は
、
単
に
家
庭

の
水
道
料
金
の
値
上
げ
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
物
価
や
サ
ー
ビ
ス
料
金
に
必
ず
跳

ね
返
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
市
民
に
と
っ

て
二
重
三
重
の
負
担
増
に
つ
な
が
り
、

今
以
上
に
生
活
を
苦
し
め
る
値
上
げ
は

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

本
議
案
に
は
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
水
道
事
業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
施

設
の
効
率
化
、
適
正
化
に
向
け
た
再
構

築
、
適
切
な
維
持
管
理
、
耐
震
化
対
策

を
進
め
て
い
く
必
要
性
か
ら
、
今
回
の

料
金
改
定
に
つ
い
て
は
一
定
の
理
解
を

示
す
。
市
民
理
解
が
十
分
得
ら
れ
る
よ

う
丁
寧
な
説
明
と
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

要
望
し
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

※
本
議
案
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
各
議
員
の

採
決
態
度
は
６
ペ
ー
ジ
）

※
議
会
の
議
決
に
よ
り
本
条
例
は
平
成

２９
年
７
月
１
日
よ
り
施
行
と
な
り
ま
す
。
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各議員の議案賛否一覧表
議案
番号 件　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

竹
村
　
安
弘

今
井
　
義
信

早
出
　
一
真

渡
辺
　
雅
浩

今
井
　
秀
実

笠
原
征
三
郎

中
島
　
保
明

藤
森
　
博
文

遠
藤
　
真
弓

笠
原
　
順
子

共
田
　
武
史

今
井
　
康
善

大
塚
　
秀
樹

小
松
　
　
壮

八
木
　
敏
郎

武
井
富
美
男

浜
　
　
幸
平

渡
辺
　
太
郎

報告第  1号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

報告第  2号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度岡谷市一般会計補正予算（第11号）） 承認 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

報告第  3号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度岡谷市一般会計補正予算（第12号）） 承認 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

報告第  4号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

報告第  5号 専決処分の報告について（平成28年度岡谷市一般会計補正予算（第13号）） 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

議案第  1号 岡谷市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第  2号 岡谷市湊財産区管理委員の選任について 同意 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第  3号 岡谷市等公平委員会委員の選任について 同意 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第  4号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第  5号 岡谷市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例及び岡谷市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 総　務 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第  6号 岡谷市市税条例等の一部を改正する条例 総　務 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第  7号 岡谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 社　会 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第  8号 岡谷市農業委員会の委員等に関する条例 産業建設 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第  9号 平成28年度岡谷市一般会計補正予算（第14号） ３ 常 任 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第10号 平成28年度岡谷市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 社　会 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第11号 平成28年度岡谷市病院事業会計補正予算（第2号） 社　会 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第12号 岡谷市文化会館条例等の一部を改正する条例 社　会
産業建設

原案
可決

議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第13号 岡谷市債権管理条例 総　務 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号 岡谷市水道事業給水条例の一部を改正する条例 産業建設 原案
可決

議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号 市道路線の変更について 産業建設 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第16号 市道路線の認定について 産業建設 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号 諏訪広域連合規約の一部変更について 総　務 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号 平成29年度岡谷市一般会計予算 ３ 常 任 原案
可決

議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 平成29年度岡谷市国民健康保険事業特別会計予算 社　会 原案
可決

議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第20号 平成29年度岡谷市地域開発事業特別会計予算 産業建設 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第21号 平成29年度岡谷市分収造林事業特別会計予算 産業建設 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第22号 平成29年度岡谷市霊園事業特別会計予算 社　会 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 平成29年度岡谷市温泉事業特別会計予算 産業建設 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号 平成29年度岡谷市後期高齢者医療事業特別会計予算 社　会 原案
可決

議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号 平成29年度岡谷市湊財産区一般会計予算 総　務 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 平成29年度岡谷市水道事業会計予算 産業建設 原案
可決

議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号 平成29年度岡谷市下水道事業会計予算 産業建設 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号 平成29年度岡谷市病院事業会計予算 社　会 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号 岡谷市議会基本条例 （超） 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号 岡谷市議会会議規則の一部を改正する規則 （超） 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 無料公衆無線LAN(Wi-Fi)環境の整備促進を求める意見書 （超） 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 子ども・障がい者等の医療費窓口無料化の実現を求める意見書 （超） 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長：議長職のため採決に加わらず　○：賛成　×：反対　欠：欠席

平成28年度　行政視察受け入れ状況
岡谷市の様々な取り組みが注目され、全国の議会から行政視察を受け入れています。

■玉野市議会（岡山県）……特産品を活かしたふるさと納税事業
	　　　　　　　　　　　　広域連携について　他
■東伊豆町議会（静岡県）…工業振興の施策について　他
■赤穂市議会（兵庫県）……防災行政の取り組みについて
■胎内市議会（新潟県）……シルキーバス事業について
　　　　　　　　　　	　　おかや子育て応援協賛店パスポート事業について
■あわら市議会（福井県）…諏訪湖の水質浄化について
■大野城市議会（福岡県）…放課後子どもの居場所づくり推進事業について

■津島市議会（愛知県）………かがやけおかやキッズ
　　　　　　　　　　　　　　体力アッププログラム事業について
■東郷町議会（愛知県）………防災・災害対策について
■壬生町議会（栃木県）………自主防災組織について
■今金町議会（北海道）………子育て支援全般の取り組みについて
	　　　　　　　　　　　　　子育て支援館「こどものくに」の施設見学
■東松島市議会（宮城県）……企業誘致の取り組みについて
■大和郡山市議会（奈良県）…放課後子どもの居場所づくり推進事業について
■気仙沼市議会（宮城県）……岡谷市民病院について
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岡谷市議会基本条例
を制定しました

　岡谷市議会では、平成 27 年６月に議会基本条例策定委員会を設置し、議会基本条例の策定
に向けて協議を重ねてきました。基本条例策定にあたっては、市民の皆さんとの意見交換会、
岡谷市議会に関するアンケートや条例案に対するパブリックコメントなどを実施し、平成 29
年第１回定例会最終日に議員発議により「岡谷市議会基本条例」が提案され、全会一致で可決
されました。
　なお、この条例は、平成 29 年４月１日から施行されております。

　市民の皆様に関わりのある主な条文を掲載いたします。（条例の全文については岡谷市議会
ホームページに掲載）

　　 第３章　市民と議会の関係
　　 （市民参加及び市民との連携）
第７条　議会は、市民の多様な意見を議会活動に反映させるよう、市民が議会活動に参画する機会の確

保に努めなければならない。
２　議会は、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会（以下「委員会」という。）及び全員協議会その他の

会議について、公開するよう努めるものとする。
３　議会は、専門的な意見及び識見を議案審議等に反映するため、公聴会及び参考人制度の活用に努め

るものとする。
４　議会は、委員会における請願又は陳情の審査に際し、提出者から意見陳述の申し出があったときは、

特別の事由がない限り、意見を聴く機会を設けるものとする。
５　前項の規定による意見陳述の方法等は、別に定める。

（議会広報広聴の充実）
第８条　議会は、議会及び市政に対する市民の関心を高めるよう、議会活動に関する情報を多様な手段

を用いて積極的に公開し、市民との情報の共有に努めなければならない。
２　議会は、広報広聴機能の充実のため、議会広報広聴委員会を設置するものとする。
３　議会は、議会活動の報告及び市民との意見交換の場として、議会報告会を年１回以上開催しなけれ

ばならない。
４　議会広報広聴委員会の組織及び運営等に関し必要な事項は、別に定める。

（議案に対する表決結果の公表）
第９条　議会は、全ての議案に対する各議員の表決結果を、原則公表する。

◆請願・陳情者の意見陳述について（条例第７条第４項）
　議会基本条例制定に伴い、請願者や陳情者が希望する場合、審査する常任委員会に対し、意見陳述（趣旨説明
及び意見を述べること）を行う機会を設けました。（申込書等の様式は岡谷市議会ホームページに掲載）

　　意見陳述の方法等
・議会事務局へ請願・陳情を提出された際に、意見陳述を希望するかどうか意向を確認させていただきます。
・意見陳述の実施については、日時及び場所を通知いたします。
・意見陳述に出席できる者は、請願・陳情の代表者を含め２名以内で、意見陳述の時間は、５分以内です。
・意見陳述のあと、委員から趣旨内容確認のための質問があります。意見陳述者から委員に対して質問する

ことはできません。
・意見陳述に係る資料の配布は原則認めていません。
・委員からの質問が終了したあとは、陳述席から退席していただきます。

○議会基本条例
　パブリックコメント実施結果

・募集期間　２月１日～ 15日　・応募者数　２名
・実施結果については、岡谷市議会ホームページにより公表しております。
　貴重なご意見をいただきありがとうございました。



市議会議員が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されており、違反すると処罰
されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。市民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

＜寄附行為に該当する事例＞
・お祭り、運動会、親睦旅行会、会合等の行事や、入学式、卒業式の行事に対し、寄附、餞別、お祝い、差し入れ等をすること。
・個人に対し、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝を贈ること（議員自らが出席する結婚披露宴への祝儀や葬式における香典は除く）。
・未成年者、社会福祉施設、市町村に対する寄附や年賀状、寒中見舞状などの時候のあいさつ状を出すこと（答礼のための自筆によるものを除く）。

寄附行為の禁止

・政治家は有権者に寄附を「贈らない」・有権者は政治家に寄附を「求めない」・議員から有権者への寄附は「受け取らない」

再
生
紙
と
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す。

■
印
刷：株

式
会
社
美
謄
堂

穴
あ
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

議会に対する理解が深まることを願って、議会用語を解説します。

・議会運営委員会（ぎかいうんえいいんかい）……議会を円滑に運営するために、議会運営全般について
協議し、意見などの調整を図るために設けられている常設の委員会です。岡谷市議会では７人の議員
で構成されています。任期は２年としています。（略称＝議運）

一口
メモ

第
7号

ピ ッ ク ア ッ プ レ ポ ー ト
神明小学校６年生が一般質問を傍聴に来ました！

　

定
例
会
一
般
質
問
が
２
月

27
日
か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
、

神
明
小
学
校
６
年
生
約
80
名

が
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
小
学
校
の
社
会
科
の
授

業
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ

た
も
の
で
、
議
会
の
様
子
や

進
め
方
、
ま
た
、
市
政
に
つ

い
て
の
学
習
は
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

選
挙
権
年
齢
が
１８
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
若

者
の
政
治
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
児
童

た
ち
は
、
緊
張
し
な
が
ら
議

員
の
質
問
や
市
長
、
各
部
長

の
答
弁
に
メ
モ
を
と
り
な
が

ら
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

お
か
や
市
議
会
だ
よ
り
「
第
７
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
号
は
、
当
初
予
算
議
案
等
の
審
議

内
容
を
特
集
と
し
、
ま
た
、
４
月
１
日

よ
り
施
行
さ
れ
た
岡
谷
市
議
会
基
本
条

例
等
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
は
、
市
民
と
と
も
に

歩
む
議
会
を
共
通
の
認
識
に
掲
げ
、
岡

谷
市
議
会
が
目
指
す
方
向
を
明
示
し
た

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
議
会
だ
よ
り
創
刊
号
か
ら
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
今
号
が
現
委
員
に
よ
る
最
後
の

発
行
と
な
り
ま
す
。

　

次
号
か
ら
は
、
新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

発
行
と
な
り
ま
す
が
、
よ
り
分
か
り
や

す
い
議
会
報
を
目
指
し
て
、
皆
様
方
へ

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ご
意
見
や
ご
感
想
な
ど

を
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
一
同
）
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■
編
集
後
記

平井あや乃さん
　市議会を見に行きました。話している内容は私
達の学校生活に関係することが多くありました。
全てがわかったわけではないけれど、議員さんな
どが市や私達のために話し合ってくれていること
がわかりました。そして、全ての人たちが国民や
市民のことを考えて一生懸命仕事していると思い
ました。そういう人たちのおかげで、今こうして
豊かな生活を送れているから感謝したいです。ま
た、大人になればきっと働くことになるから、自
分が今してもらっていることを少しでも恩返しと
いうか、誰かの力になれたらいいです。

松山広将さん
　ぼくは、市議会には行った事がありま
せんでした。けれど行って見て、自分た
ちが住んでいる岡谷市について何日もか
けて、一生けん命に話している姿を見て、
ぼくは、「この方たちがいなければ岡谷
市はなりたたない」と思いました。そし
て将来（６年後）選挙に参加できるよう
になってからは、自分の一票を大切に投
票して、岡谷市を任せれられる方をしっ
かり選びたいです。

宮原佐和さん
　私は、はじめ「何のために市議会って
あるの？」って思っていました。
　でも、議員さんの質問を聞いて、全部
は難しくてわからなかったけど、岡谷に
住んでいる市民の人たちのために、色々
な事を考えてくださっている事を知っ
て、今まで「当たり前」と思っていた事は、
議員さんたちが真剣に考えてくださって
いるんだなぁと思いました。
　ここまで人のために考えられる議員さ
んってすごいなぁと思いました。

行政についての要
望や

意見を文書で議会
に

出すことができま
す

議会を傍聴しませんか

　傍聴をご希望の方は
、市役所9階の傍聴者

入口前の机の上に用意
されている傍聴人受付

用紙に「氏名・住所・年齢
」をご記入いただき議

場内にお入りください。
　耳の不自由な方には

、集音器の貸し出しを

行っています。希望され
る方は、市役所7階の議

会事務局へお立ち寄り
ください。入退室は、会

議中でも自由にできます
。

議会をシルキーチャンネルで見ましょう　一般質問をシルキーチャンネルで生中継しておりますのでご覧ください。　また、本会議の会議録は、図書館、市役所１階情報コーナー、市ホームページ、議会事務局で見ることができます。

行政に対する市
民の要望や意

見を直接反映させ
るための方法と

して、誰でも請願
書や陳情書を議

会に提出するこ
とができます。提

出方法など、詳し
くは議会事務局

にお問い合わせく
ださい。


